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(57)【要約】
【課題】移動中だけでなく機材の使用中でも機材の落下
を防止するとともに汚物等による機材等の汚染を防止す
る。
【解決手段】医療用カート１１は、キャスタ１２を備え
た底板１３と、一対の支柱１４と、最上段の天板１５と
、天板１５および底板１３の間を仕切る第１，第２棚板
１６，１７とからなるカート本体１８と、このカート本
体１８の外側に着脱自在に被せられ、第１棚板１６の上
面に載置されたプロセッサ装置２１，光源装置２２を遮
蔽する筒状をしたカバーシート１９とからなる。カバー
シート１９の前面には、ファスナー３５～３７によって
開閉自在の窓部１９ｄ～１９ｆが設けられている。スラ
イダー３５ａを操作して窓部１９ｄを開け、内視鏡のユ
ニバーサルコードをプロセッサ装置２１，光源装置２２
に接続した後、スライダー３５ａを操作して、ユニバー
サルコードが挿通される程度に、窓部１９ｄの開け具合
を必要最小に調節する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動用の車輪が底部に取り付けられた底板と、最上段の天板と、前記底板と天板とを離
間して連結する支柱と、前記底板と天板との間を仕切るように支柱の中間部に取り付けら
れ、医療用の機材を載置する棚板とからなるカート本体と、
　このカート本体の外側に着脱自在に被せられ、少なくとも前記底板と天板との間を棚板
ごと覆うカバー部材と、
　このカバー部材の少なくとも一部に設けられた窓部と
　から構成されたことを特徴とする医療用カート。
【請求項２】
　前記カバー部材は、前記天板，棚板及び底板の各周面に遊嵌される筒状をしており、前
記カバー部材の上方部には、前記天板と係合する第１係合手段を有し、下方部には、前記
底板と係合する第２係合手段を有することを特徴とする請求項１記載の医療用カート。
【請求項３】
　前記第１係合手段は、前記カバー部材の上方部に連設され、前記カバー部材をカート本
体に被せた状態で、前記天板の上面の周縁部にほぼ一定の幅で当接する額縁状の枠部であ
ることを特徴とする請求項２記載の医療用カート。
【請求項４】
　前記第２係合手段は、前記カバー部材の下方部に形成され、前記カバー部材をカート本
体に被せた状態で、前記底板の周面に取り付けられたフックに係合する孔であることを特
徴とする請求項２または３記載の医療用カート。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用の機材が載置される医療用カートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡（以下、内視鏡という）は、プロセッサ装置や光源装置に接続して用いられ
る。また、プロセッサ装置には、内視鏡画像を表示するモニタが接続される。内視鏡は、
適宜場所を移動させて使用するため、プロセッサ装置，光源装置及びモニタは、医療用カ
ートの棚板に載置されて使用される（特許文献１，２）。
【０００３】
　特許文献１記載の医療用カートでは、埃や衝突等によるプロセッサ装置等の機材の故障
や破損を防止し、患者に不安感を与えないように遮蔽するため、モニタを覆うフードと、
機材の前面を覆うロール式のスクリーンとがそれぞれ開閉自在に設けられている。
【特許文献１】特開２００７－７５３９２号公報
【特許文献２】特開２００４－２２３１５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、医療用カートは、長距離の移動中のみならず医療現場においても、人や物に
接触したり、こまめな移動と急停止とを繰り返すことがあり、医療用カートの棚板に載置
したプロセッサ装置等の機材が棚板から落下するおそれがある。上記特許文献１記載の医
療用カートでは、機材を使用していない時や長距離移動中では、スクリーンを下げて機材
を遮蔽しているが、医療現場で内視鏡のユニバーサルコードを機材に接続した状態では、
スクリーンを上げて、機材を露呈しておく必要があり、機材の落下防止に対しては全く役
に立たない。
【０００５】
　更に、スクリーンを上げて、機材を露呈した状態では、患者の体腔内から抜き出したば
かりの内視鏡を医療用カートのハンガーに吊り下げた場合、汚物等で汚れた内視鏡の先端
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部が、棚板に載置されている機材や棚板の縁などに接触して、これらを汚染するおそれも
ある。
【０００６】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、移動中だけでなく機材の使用中でも
機材の落下を防止できるとともに、汚物等による機材等の汚染を防止することができる医
療用カートを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の医療用カートは、移動用の車輪が底部に取り付け
られた底板と、最上段の天板と、前記底板と天板とを離間して連結する支柱と、前記底板
と天板との間を仕切るように支柱の中間部に取り付けられ、医療用の機材を載置する棚板
とからなるカート本体と、このカート本体の外側に着脱自在に被せられ、少なくとも前記
底板と天板との間を棚板ごと覆うカバー部材と、このカバー部材の少なくとも一部に設け
られた窓部とから構成されたことを特徴とする。
【０００８】
　前記カバー部材は、前記天板，棚板及び底板の各周面に遊嵌される筒状をしており、前
記カバー部材の上方部には、前記天板と係合する第１係合手段を有し、下方部には、前記
底板と係合する第２係合手段を有することが好ましい。
【０００９】
　前記第１係合手段は、前記カバー部材の上方部に連設され、前記カバー部材をカート本
体に被せた状態で、前記天板の上面の周縁部にほぼ一定の幅で当接する額縁状の枠部であ
ることが好ましい。
【００１０】
　前記第２係合手段は、前記カバー部材の下方部に形成され、前記カバー部材をカート本
体に被せた状態で、前記底板の周面に取り付けられたフックに係合する孔であることが好
ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の医療用カートによれば、カバー部材をカート本体の外側に着脱自在に被せ、少
なくともカート本体の底板と天板との間を棚板ごと遮蔽するとともに、開閉自在の窓部を
介して機材の一部が露呈可能としたので、移動中だけでなく機材の使用中でも機材の落下
を防止できるとともに、汚物等による機材等の汚染を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明の第１実施形態を示す図１において、医療用カート１１は、四隅にそれぞれキャ
スタ（車輪）１２を備えたほぼ矩形状の底板１３と、底板１３の両側辺奥側に固定され、
上方に向けて配設された一対の支柱１４と、一対の支柱１４の上端部に、両側辺奥側で固
定されたほぼ矩形状の天板１５と、天板１５および底板１３の間を仕切るように一対の支
柱１４の中間部に、両側辺奥側で固定されたほぼ矩形状の第１及び第２棚板１６，１７と
からなるカート本体１８と、このカート本体１８の外側に着脱自在に被せられ、底板１３
，棚板１６，１７の上面に載置された医療用の機材等を遮蔽する筒状をしたカバーシート
１９（カバー部材）とからなる。本実施形態では、底板１３，棚板１６，１７，及び天板
１５の各サイズは同じにしてある。
【００１３】
　カバーシート１９は、防水性及び耐薬品性を有する透明または半透明の樹脂、例えば熱
可塑性ポリウレタンエラストマーやシリコーン変性熱可塑性ポリウレタンエラストマーな
どから形成されたシートであり、底板１３，棚板１６，１７に載置された機材等の状態が
見て判るとともに、この機材等を埃や水や汚物などから守る。また、カバーシート１９は
、頑丈で破れにくく、かつ適度な柔軟性を有しているから、医療用カート１１が移動中に
物や人に接触したり、医療用カート１１を急停止させた場合でも、内部の機材等が底板１
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３，棚板１６，１７から落下したり、傷ついたりするのを防止する。なお、以下、一対の
支柱１４と反対側で機材の出し入れを行なう側の面をカバーシート１９の前面、この前面
と反対側を背面、前面と背面との間の面を側面ということとする。
【００１４】
　各キャスタ１２には、その回転を禁止するためのストップレバー２０がそれぞれ設けら
れている。ストップレバー２０が上がった状態ではキャスタ１２の回転は不能となり、ス
トップレバー２０が下がった状態ではキャスタ１２の回転は可能となる。
【００１５】
　底板１３，棚板１６，１７の各上面には、医療用装置などの医療用の機材を載置し、天
板１５の上面には、例えば鉗子やピンセット等の比較的小さな道具などの機材を載置する
。本実施形態では、第１棚板１６の上面に、医療用の機材として、周知のプロセッサ装置
２１および光源装置２２を重ねた状態で載置している。
【００１６】
　プロセッサ装置２１は、周知の内視鏡（図示せず）と、ユニバーサルコードを介して接
続され、内視鏡で撮影された内視鏡画像を取り込んで、その画像を液晶ディスプレイ等の
モニタ２３に出力する。光源装置２２は、プロセッサ装置２１と同じく内視鏡に接続され
、撮影のための照明光を内視鏡に供給する。
【００１７】
　モニタ２３は、天板１５の上面の一隅に取り付けられたスタンド２５に固定され、スタ
ンド２５内の配線を介してプロセッサ装置２１に接続されている。モニタ２３には、プロ
セッサ装置２１から出力された内視鏡画像が表示される。また、天板１５の上面の別の一
隅には、内視鏡の操作部（図示せず）を引っかけて内視鏡をぶら下げるハンガー２７が着
脱自在に取り付けられている。このハンガー２７は、バー２７ａの先端部を天板１５に形
成された穴に差し込むことにより天板１５に取り付けられており、バー２７ａを上方に引
き上げれば、ハンガー２７を天板１５から取り外すことができる。
【００１８】
　内視鏡をハンガー２７にぶら下げると、患者の体腔内に挿入される内視鏡の挿入部（図
示せず）が、医療用カート１１の側方に垂れ下がる。このため、内視鏡の挿入部に付着し
た汚物が底板１３，棚板１６，１７や、これらの上面に載置された機材に付着するおそれ
があるが、これらはカバーシート１９によって遮蔽されているから、汚物によるこれらの
汚染が防止される。
【００１９】
　天板１５の一辺の周面には、一対の支持部材２８ａを一体的に設けた棒状のハンドル２
８が着脱自在に取り付けられる。この着脱機構は、例えば天板１５の一辺の周面に支持部
材２８ａの先端部を受け入れる穴が形成してあり、この穴に支持部材２８ａの先端部を差
し込むと、ロックがかかるようになっている。このロックは、天板１５の縁部に設けた解
除ボタンを押すことによって解除されるから、この解除ボタンを押しながら、ハンドル２
８を引っ張って支持部材２８ａを穴から引き抜けば、ハンドル２８を天板１５から取り外
すことができる。
【００２０】
　ハンドル２８を天板１５に取り付け、ストップレバー２０を下げた状態でハンドル２８
を把持して押したり引いたりすることにより、医療用カート１１を自在に移動させること
ができる。カバーシート１９の背面上方部の一部には、ハンドル２８が挿通される開口（
図示せず）が形成されている。
【００２１】
　底板１３の周面には、カバーシート１９を係止するための鉤型をしたフック３１が取り
付けられている。フック３１は、底板１３の各辺ごとに２個ずつ、合計８個取り付けられ
ている。フック３１は、カバーシート１９の下方部に形成された丸孔１９ａ（第２係合手
段）がカート本体１８の下方から係合するように、その先端が下向きになるように取り付
けられている。丸孔１９ａは、フック３１の各位置に対応した位置にそれぞれ形成され、
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合計で８個が形成されている。なお、丸孔１９ａの周囲はドーナツ状のパッチ３３で補強
されている。
【００２２】
　カバーシート１９は、天板１５の上面と底板１３の底面とを除くカート本体１８のほぼ
全体を覆う筒状をしており、天板１５側には、天板１５の上面の周縁部にほぼ一定の幅で
当接する矩形状をした額縁状の枠部１９ｂ（第１係合手段）が連設されている。この枠部
１９ｂが天板１５の上面の周縁部に当接することにより、カバーシート１９が下方へずれ
ることを防止し、カート本体１８に対するカバーシート１９の上方部の位置決めが行なわ
れる。
【００２３】
　また、枠部１９ｂが天板１５に対応する矩形状をしているから、カバーシート１９をカ
ート本体１８に被せた状態で、カバーシート１９がカート本体１８の周方向に回転してず
れることが防止される。また、枠部１９ｂの開口１９ｃによって、天板１５の上面の大部
分は露呈されるから、なんらの支障もなく、天板１５の上面に鉗子やピンセット等の医療
用器具を置くことができる。
【００２４】
　カバーシート１９の前面には、底板１３，棚板１６，１７，及び天板１５で区切られた
３つの区間に対応する位置に、底板１３，棚板１６，１７の各上面に載置された機材等と
、カート本体１８にカバーシート１９を被せたまま、アクセスできる開閉自在の窓部１９
ｄ，１９ｅ，１９ｆが設けられている。
【００２５】
　窓部１９ｄ，１９ｅ，１９ｆは、カバーシート１９の前面に、下側から開閉されるよう
にコの字状に切れ目を入れ、この切れ目に防水機能を有するファスナー３５～３７を取り
付けることにより構成されている。ファスナー３５～３７のスライダー３５ａ～３７ａを
操作することにより、窓部１９ｄ，１９ｅ，１９ｆをそれぞれ開閉することができる。
【００２６】
　第１棚板１６の上面に載置されたプロセッサ装置２１，光源装置２２に内視鏡を接続す
る場合は、スライダー３５ａを操作して窓部１９ｄを開ける。この開け具合は、必要最小
限とするのがよく、プロセッサ装置２１，光源装置２２に接続される内視鏡のユニバーサ
ルコードが挿通される程度にする。また、本実施形態では、底板１３，第２棚板１７に何
も機材を載置していないから、窓部１９ｅ，１９ｆは閉じたままとし、カバーシート１９
内への埃や汚物の侵入を防止する。
【００２７】
　カバーシート１９をカート本体１８に被せるには、予め第１棚板１６の上面にプロセッ
サ装置２１，光源装置２２を重ねた状態で載置しておく。そして、ハンガー２７及びハン
ドル２８を天板１５から取り外した後、カバーシート１９の前面がプロセッサ装置２１，
光源装置２２の正面側になっていることを確認し、カバーシート１９を、開口１９ｃと反
対の開口１９ｇ側から、カート本体１８の天板１５及びモニタ２３の上から被せる。この
とき、モニタ２３は、開口１９ｇのサイズよりも十分に小さいので、邪魔になることはな
い。
【００２８】
　続いて、カバーシート１９の開口１９ｇ側の縁を保持してこれを下方に引き下げると、
カート本体１８の全周がカバーシート１９に覆われるとともに、枠部１９ｂが天板１５の
上面の周縁部に当接する。この状態でカバーシート１９の引き下げを止めれば、丸孔１９
ａの各々が対応するフック３１の各々と対向する。
【００２９】
　この状態から更に、カバーシート１９の柔軟性を利用して、開口１９ｇ側の縁を引っ張
って引き下げ、丸孔１９ａの位置がフック３１の位置よりもやや下方になるようにして、
丸孔１９ａにフック３１の先端部を通す。カバーシート１９の開口１９ｇ側の縁を引っ張
るのを止めると、開口１９ｇ側の縁が上昇して、丸孔１９ａがフック３１に係合し、カバ
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ーシート１９がカート本体１８に装着される。この後、ハンガー２７及びハンドル２８を
天板１５に取り付ければ、医療用カート１１が使用可能な状態になる。
【００３０】
　丸孔１９ａとフック３１との係合により、カバーシート１９の上方向へのずれが防止さ
れ、天板１５の周縁部と枠部１９ｂとの当接により、カバーシート１９の下方向へのずれ
が防止されるから、医療用カート１１を移動中でも、カート本体１８に対するカバーシー
ト１９の装着状態は、ほぼ一定に保たれる。
【００３１】
　窓部１９ｄ，１９ｅ，１９ｆが閉じられていることを確認した後、ストップレバー２０
を下げた状態でハンドル２８を把持して押し、医療用カート１１を所望の医療現場に移動
させる。この間に、医療用カート１１が人や物に接触したり、医療用カート１１を急停止
させることにより、プロセッサ装置２１や光源装置２２が移動するようなことがあっても
、プロセッサ装置２１や光源装置２２は、カバーシート１９の内側の面に当接し、第１棚
板１６から落下するようなことはない。
【００３２】
　医療現場に到着したら、ストップレバー２０を上げてキャスタ１２をロックし、医療用
カート１１が不用意に移動しないようにする。スライダー３５ａを操作して窓部１９ｄを
開け、内視鏡のユニバーサルコードをプロセッサ装置２１，光源装置２２に接続する。こ
の後、スライダー３５ａを操作して、ユニバーサルコードが挿通される程度に、窓部１９
ｄの開け具合を必要最小に調節する。窓部１９ｅ，１９ｆは開ける必要ないので、閉じた
ままとする。窓部１９ｄの上からカバーシート１９を指で押圧すれば、カバーシート１９
が撓んでプロセッサ装置２１，光源装置２２の前面に配置されたボタン類を操作すること
ができる。
【００３３】
　内視鏡を使い終わって、ハンガー２７に下げると、汚物が付着した内視鏡の挿入部がカ
バーシート１９の側面や前面等に接触することがあるが、カバーシート１９は防水性を有
するから、汚物がカバーシート１９に染み込むことがなく、内部のプロセッサ装置２１や
光源装置２２を汚染させることがない。医療用カート１１の使用が終了した後、カバーシ
ート１９に付着した汚物を綺麗に拭き取り、アルコール等で消毒するようにすれば、長期
間にわたってカバーシート１９を清潔に使用することができる。
【００３４】
　なお、ハンガー２７及びハンドル２８を天板１５から取り外してから、丸孔１９ａとフ
ック３１との係合を解除して、カバーシート１９を上方に引き上げることにより、カバー
シート１９をカート本体１８から取り外すことができるから、別の新しいカバーシートに
取り替えることも容易にできる。
【００３５】
　また、プロセッサ装置２１や光源装置２２などの医療用の機材は、カバーシート１９を
カート本体１８に被せる前に棚板１６，１７や底板１３の上面に載置するのが望ましいが
、窓部１９ｄ～１９ｆから出し入れ可能な程度の大きさの機材であれば、カバーシート１
９をカート本体１８に被せた後から、棚板１６，１７等に載置してもよい。
【００３６】
　次に、本発明の第２実施形態について、図２を参照して説明する。医療用カート４１は
、上記第１実施形態と同様の構成をしたカート本体４２と、このカート本体４２の外側に
着脱自在に被せられ、上述したカバーシート１９と同様に、上部に開口を有する形状のネ
ット４３（カバー部材）とからなる。ネット４３は、図面上では判りやすくするために網
目を粗く描いているが、実際には、非常に細かい網目で編まれている。
【００３７】
　ネット４３は、これを構成する編み糸が、上記第１実施形態のカバーシート１９と同様
に、熱可塑性ポリウレタンエラストマーやシリコーン変性熱可塑性ポリウレタンエラスト
マーなどの柔軟性，耐久性，耐水性のある材料から形成されているため、網目の細かさと
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相俟って、ある程度の防水性を確保している。このある程度の防水性とは、ほぼ施術時間
内で有効な程度ということであり、もし汚物や水がネット４３の外表面にかかった場合、
時間の経過とともに網目から汚物や水がネット４３の内側まで入り込み、カート本体４２
の棚板に載置された機材を汚染するおそれがあるため、施術終了後、速やかにネット４３
をカート本体４２から取り外し、ネット４３を洗浄することが望ましい。
【００３８】
　また、ネット４３は、弾力性に富む材料から形成されているため、ネット４３を指先で
押圧することにより、自在にネット４３が凹ますことができる。これにより、カート本体
４２にネット４３を被せたままの状態で、カート本体４２の棚板に載置された機材を操作
することができる。
【００３９】
　ネット４３は、この編み糸として、例えばナイロンに純度９９％の銀をコーティングし
た導電繊維を用いると、機材から発する電磁波が患者に影響を及ぼすことを防止すること
ができ、まれに存在する電磁波過敏症の患者のために好ましい。
【００４０】
　カート本体４２を構成する天板４４，底板４５の各周面の前側，後側に、上述したフッ
ク３１と同様のフック４６，４７を取り付けてある。フック４６は、前側，後側にそれぞ
れ２個ずつ、合計４個が設けられている。同様に、フック４７も４個設けられている。ま
た、フック４６は、この先端側の向きが上方に向くように取り付けられ、フック４７はフ
ック４６と逆に、先端側の向きが下方に向くように取り付けられている。
【００４１】
　ネット４３をカート本体４２に装着する際には、ネット４３をカート本体４２の上方か
ら被せ、まずフック４６にネット４３の上方部の網目を係合させ、この後、フック４７に
ネット４３の下方部の網目を係合させることにより、ネット４３がフック４６，４７の間
で適度に引っ張られ、弛むことなくカート本体４２に装着される。
【００４２】
　第１，第２棚板４８，４９の上面に載置されている医療用の機材としてのプロセッサ装
置５０，光源装置５１に、例えば内視鏡のユニバーサルコード（図示せず）を接続する場
合、ネット４３の編み糸の弾力性を利用して、プロセッサ装置５０，光源装置５１前方の
ネット４３の網目（「窓部」に該当）を治具等を用いて押し広げ、この網目から内視鏡の
ユニバーサルコードを差し込む。この後、編み糸の弾力性によりユニバーサルコードの外
周に密着するように網目が閉じられるから、この網目から汚水等が入り込んでプロセッサ
装置５０，光源装置５１を汚染するおそれはない。
【００４３】
　以上説明した第１実施形態では、カバーシートの上方部の位置決めを行なうために、カ
バーシートの上方部に額縁状の枠部を連設したが、本発明はこれに限定されることなく、
例えば、上記第２実施形態と同様に、天板の周面にもフックを取り付け、カバーシートの
上方部にフックと係合する孔を形成してもよい。なお、この孔は、上記実施形態のように
丸孔でもよいが、例えば矩形状でもよい。
【００４４】
　また、カバーシートの上方部の位置決めを行なうために、ゴムバンドでカバーシートの
上方部を天板の周面に押し付けるようにしてもよい。また、紐でカバーシートの上方部を
天板の周縁部に結わくようにしてもよい。また、強力な磁石をカバーシートの上方部に装
着し、この磁石が天板の周面に取り付けた金属板に吸着されるようにしてもよい。また、
点ファスナー（スナップボタン）を用いてもよい。なお、これらの位置決め手段は、カバ
ーシートの下方部の位置決めにも、そのまま流用できる。
【００４５】
　上記第１実施形態では、カバーシートをカート本体の上方から被せるように装着したが
、本発明はこれに限定されることなく、例えばカバーシートの背面に縦方向に切れ目を入
れ、この切れ目にファスナーを取り付けることにより、カバーシートを背面側から左右に
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開閉可能とし、カート本体の前側からカバーシートを装着するようにしてもよい。このよ
うにすると、ハンガーやハンドルを取り外すことなく、カバーシートの着脱を行なうこと
ができる。したがって、この場合、ハンガーやハンドルを固定式としてもよい。
【００４６】
　上記第１実施形態では、窓部のコの字状の切れ目を窓部を下側から開閉するように形成
したが、本発明はこれに限定されることなく、例えば上側から開閉したり、横側から開閉
するように、切れ目を形成してもよい。また、窓部を開閉するためにファスナーを用いた
が、本発明はこれに限定されることなく、例えばカバーシートに開口を形成し、これに別
体の蓋を着脱自在に装着するようにしてもよい。また、ファスナーとして、防水機能付き
のものを使用したが、窓部の位置によっては、必ずしも完全な防水機能付きのファスナー
でなくとも、使用可能である。
【００４７】
　上記第１実施形態では、フックの数を底板の各辺あたり２個ずつ、合計で８個設けたが
、本発明はこのような数値に限定されないのは勿論で、例えば、第２実施形態と同様に、
カート本体の側面側にはフックを設けず、前面側と背面側とにそれぞれ２個ずつ、合計で
４個設けるようにしてもよい。また、フックを底板の周面ではなく、底板の底面に設け、
カバーシートの下方の縁を底板の底面側へ折り込んで、縁に形成した丸孔をフックに係合
させてもよい。また、フックの代わりにスナップボタンを用いてもよい。
【００４８】
　上記第１実施形態では、カバーシートを透明または半透明の樹脂シートで形成したが、
本発明はこれに限定されることなく、例えば、カバーシートの前面のみを透明にし、他の
部分は不透明してもよく、また、全体を不透明の樹脂シートや撥水加工した布で形成して
もよい。
【００４９】
　なお、カバーシートの全体を不透明の樹脂シートや撥水加工した布で形成した場合、内
部の状態を観察できなくなるが、施術前に医療用装置等の機材を目にすることで不安感を
覚える患者に対して、不安感を抑える効果が期待できる。また、電磁波過敏症の患者もま
れに存在するため、カバーシートに電磁波防止機能をもたせることが望ましい。
【００５０】
　また、上記実施形態では、カバーシートとネットの材料の例として、熱可塑性ポリウレ
タンエラストマー，シリコーン変性熱可塑性ポリウレタンエラストマーを挙げたが、本発
明はこれに限定されることなく、透明性を有し、柔軟性，耐久性，及び耐水性のある材料
であればよい。なお、ネットの場合は、網目から内側の様子がほぼ判るので、必ずしも透
明性を有する材料である必要はない。
【００５１】
　上記実施形態では、底板と天板との間を仕切る棚板の数を２枚としたが、本発明はこれ
に限定されることなく、例えば１枚あるいは３枚としてもよい。また、上記実施形態では
、棚板に載置する機材の例として、プロセッサ装置と光源装置を挙げたが、本発明はこれ
に限定されることなく、医療用の機材であれば、どのような機材でもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の第１実施形態である医療用カートの外観を示す斜視図である。
【図２】本発明の第２実施形態である医療用カートの外観を示す側面図である。
【符号の説明】
【００５３】
　１１，４１　医療用カート
　１３，４５　底板
　１５，４４　天板
　１６，４８　第１棚板
　１７，４９　第２棚板
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　１８，４２　カート本体
　１９　カバーシート
　１９ａ　丸孔
　１９ｂ　枠部
　１９ｃ，１９ｇ　開口
　１９ｄ～１９ｆ　窓部
　２１，５０　プロセッサ装置
　２２，５１　光源装置
　２３　モニタ
　２７　ハンガー
　３１　フック
　３５～３７　ファスナー
　４３　ネット

【図１】 【図２】
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